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新
年
を
迎
え
て

今
金

町
長

町
民
的
皆
き
ま
、
新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

師
か
し
い
希
望
に
あ
ふ
れ
る
一
九
八

三
年
内
新
春
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え

可
d

端

豊

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
座
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
平

紫
か
ら
の
、
町
政
に
対
す
る
特
段
の
ご

理
解
と
こ
支
般
に
対

L

深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
臨
時
調
査
会
に
よ
る
第
三

次
答
申
が
だ
さ
れ
た
行
財
政
改
革
に
よ

る
問
題
な
ど
、
地
方
行
政
の
と
り
ま
く

環
境
は
極
め
て
厳
し
い
な
か
で
、
地
方

自
治
体
は
住
民
の
幸
せ
を
同
め
る
た

め
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
般
か
し

い
課
題
を
、
中
長
期
的
展
望
に
立

っ

て
、
計
画
的
に
切
り
か
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
年
で
あ
り
、
加
え
て
、

新
卒
の
ご
あ
い
§
勺

今
金
町
議
会
議
長

町
民
的
枠
械
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

出
新
町
円
目
、
み
な
ぎ
る
新
春
を
皆
様

と
と
も
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
‘

誠
に
お
嵯
こ
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

省
リ
み
て
同
年
は
依
然
と
し
て
世
界

的
景
気
不
出
と
と
も
に
日
本
経
済
も
更

に
冷
え
こ
み
ま
し
て
、
低
迷
の
域
か
ら

脱
し
き
れ
ず
そ
の
た
的
、
住
民
生
活

の
百
労
は
も
と
よ
り
、
今
金
町
に
於
て

も
こ
こ
数
年
来
的
雌
し
い
財
政
巡
包
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
上
今
年
こ
そ
は
と
な
公
込
ん
だ
町

的
正
幹
産
止
で
あ
り
ま
す
肱
業
は
、
水

田
良
家
町
三
年
連
続
的
不
作
と
な
り
、

新
年
皮
肉
町
的
財
政
へ
の
虫
圧
と
な
り
、

桝
造
不
況
に
な
や
む
中
小
企
業
の
経
世

に
も
大
き
く
植
止
さ
れ
る
こ
と
に
必
至

A 
寸

野

イ専

で
、
極
め
て
き
び
し
い
新
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、
国
鉄
瀬

棚
綜
的
存
続
対
策
、
国
内
財
政
再
建
行

政
改
革
推
進
に
よ
る
地
方
自
治
体
的
行

財
政
へ
の
影
轡
な
ど
課
題
山
蛸
で
、

的
年
以
上
町
多
端
な
年
と
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
以
上
向
憾
な
新
年
内
嵐

官
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
憾
な
時
こ
そ
、

町
に
お
い
て
は
第
一
に
財
政
的
位
全
維

持
を
守
る
こ
と
が
大
別
で
あ
る
と
思

い

ま
す
。
財
政
は
地
方
自
治
の
基
別
で
あ

り
、
す
べ
て
の
行
政
は
健
全
財
政
な
く

し
て
巣
し
符
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も

な

く

私

共

地
方
税
金
に
附
与
す
る
者

と
し
て
‘
新
し
い
年
へ
の
重
点
目
標
月

し
て
、
あ
ら
由
る
こ
と
に
優
先
し
て
取

組
み
、
そ
の
上
に
立

っ
て
住
民
福
祉
の

向
上
、
地
場
産
業
の
振
興
、
地
域
社
会

の
発
肢
を
は
か
り
、
同
時
に
、
年
来
的
懸

案
問
題
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
的

障
苦
を
の
り
こ
え
て
解
決
し
、
実
現
し

て
行
く
防
相
極
的
な
努
力
が

4
裂
で
あ
り

ま
す
。
流
動
き
わ
ま
り
な
い
今
目
的
社

会
経
済
的
情
勢
下
で
は
、
非
ペ
巾
に
困
難

な
大
き
な
諜
胞
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ

そ
、
日
頃
町
民
の
皆
綿
が
私
北
議
会
人

に
託
さ
れ
ま
し
た
信
組
と
期
待
に
応
え

る
た
め
に
与
え
ら
れ
た
機
会
で
も
あ
ろ

近
年
柿
に
み
る
水
稲
の
陣
告
型
低
温
に

見
狩
れ
、
民
家
の
皆
き
ま
が
、

三
年
連

続
凶
作
の
大
き
な
被
告
を
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
山
叫
に
多
難
な

一
年
で
ニ
ざ

い
ま

し
た
。し
か
し
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は

こ
れ
ら
の
悪
条
刊
の
な
か
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
尖
利
何
タ
ム
品
工
‘
右
伴
か
ん

ば
い
計
画
変
更
、
土
地
基
盤
掠
備
事
業

道
路
改
良
市
中
業
、
待
出
向
八
束
航
、
火

非
場
建
設
落
成
な
と
、
主
嬰
地
筑
が
計

画
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
こ
れ

一
重
に
町
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
町
民
的
皆
さ
ま
方
の
力
強
い

ご
支
般
の
叫
と
深
く
謝
君
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、

一
用
町
内
財
政
辿
官
も
困

雌
な
見
と
お
し
の
な
か
に
あ
っ
て
、
町

政
発
展
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
内
特

性
を
生
か
し
こ
れ
が
保
興
の
た
め
、

不
断
の
研
さ
ん
を
柿
み
軍
ね
、
行
政
能

力
を
最
大
阪
に
発
抑
す
る
と
と
も
に
、

個
性
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め

町
同
町
ニ
ズ
に
吋
応
し
、

主
要
懸
案

事
項
解
決
に
よ
り
、
一
層
的
勢
力
を
重

ね
て
ま
い
る
決
詰
を
、
新
た
に
し
て
い

る
式
加
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

こ
指
導
、
ご
鞭
健
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。昭
和
点
十
八
年
同
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
一
階
の
ご
村
進
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
ご
扶
拶
と
い
た
し
ま
す
。

う
と
受
け
止
め
て
、
よ
り
使
命
感
を
深

的
、
一
層
、
町
民
皆
様
の
盟
か
な
幸
せ
の

た
め
、
出
身
内
努
力
を
決
定
す
る
も
の

て
あ
り
ま
す
。
幸
い
多
年
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
、
ピ
リ
カ
タ
ム
の
本
体
工
事
も

活
工
と
な
り
国
也
、
道
，
L
畑
地
開
発

路
地
円
基
盤
整
備
も
推
進
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

一
一
十
一
世
紀
に
む
か
つ
て
、
我

が
町
の
基
礎
づ
く
り
の
た
め
に
も
皆
様

と
と
も
に
新
ら
し
い
発
想
も
合
的
て
‘

英
知
と
賢
明
な
対
応
を
持
っ
て
、
活
力

あ
る
今
金
町
の
却
や
か
し
い
未
来
を
切

り
拓
い

て
、
大
き
く
飛
附
す
る
、
盟
か

主
町
づ
く
り
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。町
民
皆
憾
の

ご
健
脚
と
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

米 y

健康家族 Y

-tu 
ま

皆んなで食べて

皆んなで作ろう

-つ

占圃
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ー

ル

又

削
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収
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役

総
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光

の

里

第
八
回

H
を
迎
え
た
半
凶
祭
が
、
十

一
H
二

八
日
学
凶
に
お
い
て
川
附
さ
れ

ま
し
た
。

学

園

金主E
-'~、

太
政
(
ひ
か
り
太
股
)
出
劇
(
海
彦

山
彦
ま
つ
か
つ
か
町
長
者
)
等
が
故
以

さ
れ
大

拍

手

そ

の

他

一
般
参
加
に
よ

る
、
人
形
量
姉
全
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
民
話
、

三
味
制
L

船
人
全
有
志
「
枠
制
L

瀬
棚
町
酪
州
民
同
志
全
婦
人
部
「
人
形
劇
」

拍
場
太
鼓
保
存
会
寸
狩
場
太
鼓
」
等
が

次
か
ら
次
へ
と
披
露
さ
れ
る
も
の
に
必

中
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に

守
民
鵡
舛
嗣
」
ソ
l
ラ
ン

節
に
あ
わ
せ
、
同
生
全
只
が

一
体
と
な

っ
て
踊
り
、
砕
を
と
じ
ま
し
た
@

「勤労感謝の日」

凶
生

4
4
名
に
よ
る

、

コ
ー
ラ
ス

(手
の
ひ
わ
に
太
陽
を
)持
制

(
北
風
小

倒
的
年
主
郎
、
花
町

υ戸
干
火
梢
等
)

第

四

回

永

年

勤

続

優

良

従

業

員

耐
工
会
で
は
、
十

一
月
一
一l
l
三

u産

盟
会
航
に
お
い
て
今
金
町
内
商
工
業

に
勤
務
す
る
催
品
川
帆

H
を
、
削
工
会
脱

約
に
も
と
ず
き
ょ
将
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
社
、
事
業
主
等
町
中
山

に
よ
る
も
の
で
あ
り
久
世
町
坊
告
は

三
年
以
上
‘
射
性
的
場
介
は
、

h
年
以

上
が
対
主
と
な
る
も
の
で
す
。

今
年
度
的
対
説
者
は
、

ゴ
一
年
以
上

白
山

山

f
(喜
楽
立
市
)

中

刻

チ

エ

(
八

T
代
)

川
村
一
キ

ヨ
ミ
(

H

)

阿

部

附

一

(
肘
出
印
刷
)

弘

山

敬

子

(

仰

)

以
上
-
一
l
二
名
が
表
彰
を
受
け
た
も

の
で
す
。

町
長
議
民
、
産
業
出
任
委
只
長
か

旬
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
岬
が
あ
り
勤
労
感

表

河

端

敏

L

J

{

ア
カ
シ
ヤ
ス
ト
ア
)

久
保
凹
小
臨
(

H

)

刈
田
エ
ミ
子

(
今
商
山
崎
)

山
崎
市
山
主
J
T

(

H

)

岩

田

相

干

(
エ
ク
セ
ル
英
客
室
)

山
田
山
克
子

(
広
進
堂
書
応
)

石

山

孫

子

(
坂
本
建
設
)

浜

田

礼

了

(

H

)

水
肝

ヨ
y

(
千
葉
山
パ
山
庖
)

奈
良
幸
江
(
杉
山
古
川
市
)

鈴
木
ト
ヨ
子

(

H

)

謝
肉
日
に
表
彩
を
受
け
る
こ
と
は
君
義

深
い
も
の
で
す
。

間
工
業
の
経
済
不
況
の
中
で
奴
気
浮

姑
に
、
企
業
と

一
体
と
な

っ
て
今
後

一

層
的
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
請
し
て
お

彰

式
五
年
以
上

J，li西伊水イ戸
元井雌型I' )1長

律
子

(
は
や
し
印
刷
社
)

紀
下

(
さ
わ
出
府
)

峰
雄

(
束
ハ
イ
ヤ
ー
)

敬
子

(
と
く
び
や
閥
抗
)

他
子

(
青
山
新
聞
町
)

十
年
以
上

市町

政

一
(
は
や
し
印
刷
社

り
ま
し
た
。

受
彰
者
代
表
と
し
て
、
阿
部
昭
一
さ

ん
が
あ
い
さ
つ
、
今
後
更
に
、
微
力
な

が
ら
努
力
し
た
い
と
お
礼
を
述
べ
て
お

り
ま
し
た
。

今
金
保
育
所
お
ゅ
う
ぎ
会

台

今
金
保
有
所
が
十
月
二
十
八
日
町
民

セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
保
育
児
童
九
十

人
が
参
加
ゅ
う
ぎ
、
う
た
、
と
て
も

「
め
ん
こ
く
L

会
場
せ
ま
し
と
つ
め
か

A
K
 

け
た
親
達
町
阪
も
ほ
こ
ろ
び
、
笑
い
戸

も
温
か
く
、
全
場
一
杯
に
流
れ
て
お
り

ま
し
た
。

F 

瀬
棚
線
は
い
し
反
対
を
訴
え
る

国
鉄
桶
捌
組
存
続
則
成
金
で
は
、
み

ぞ
れ
ま
じ
り
の
十

一
月
三
十
日
今
金
駅

前
と
駅
合
内
で
来
降
客
に
国
鉄
瀬
棚
柏

町
廃
止
反
対
、

『
も
っ
と
鉄
道
を
利
用

し
よ
う
|

|
』
主
、
期
成
会
事
務
局
職

只
と
今
金
姉
入
金
只
十
-
一
名
町
協
力

を
伴
、
来
降
客
百
名
余
り
に
チ
ラ
ン
を

配
り
叫
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
N
H
K
に
函
館
放
送
局
で
は
、

こ
の
脱
線
を
集
録
し
、
十
二
月
二
日
午

後
六
時
三
十
分
的
ニ
ュ

ー
ス
ネ
y
ト
北

海
道
で
放
映
さ
れ
、
町
民
は
こ
の
運
動

に
理
解
を
し
め
し
て
い
ま
し
た
。

~ 

委
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只

村

上

英

雄

上

村

山

夫

笹

森

武

雄

鷲

野

竹

幸

自
我
引
寛
治

伊

藤

実

荒

井

正

信

大

場

功

坂

本

久

光

未

臨

詐

義

阪

井

好

佐
藤
政
太
郎

浜

田

邦

男

も.J.

務

局

長

一一
選
挙
管
理
委
員
会

委委

枝五1附揃
JlI iJn 音巴

武道哲
夫雄広 7

只

u長

監

査

委

員
主主小
田岩

ド咋
隆 一

転
入
、
転
出
、
↑
転

居
、
世
帯
の
変
更
の

あ
る
と
き
は
、
十
四

日
以
内
に
届
出
を
し

で
く
だ
さ
い
。
町
民
課
住
民
係

昭
和
問
年
度

( 5 ) 

宮
減
職
業
訓
練

短
期
大
学
の
学
生

募
集

募
集
定
員

各

科

叩

名

応
募
資
格

昭
和
田
年

3
月
高
校

卒
業
見
込
町
者

願
書
受
付

昭
和
田
年
l
月
四
日

i
z月
ロ
日
必
抑
制

試

験

地

札
悦
市

試
験
科
目

数

字

(
数
学

I
)

外
国

情

(
英
詩
A
)

理

科

(
物
珪

I
、

化
学
ー
の
科
目
か
ら

1
科
目
選
択
)

受
験
料
等

受

験

料

1
万
円

(
現

行
)
入
学
金
不
要

授
業
料
ロ
方
2
千
円

(
現
行
年
制
)

※
詳
し
く
は
、

下
記
あ
て
に
郵
送

料

(
川
円
切
手
)
を
こ
的
求
く

だ
さ
い
。

〒
9
8
7
1
2
2

宮
城
県
架
原
邸
築
館
町
宇
萩
沢
土

稲
田
宮
崎
職
業
訓
練
短
期
大
学

校

学

生
謀

T
E
L
(
0
2
2
8
2
)2

2

0

 

8
1
・
2
0
8
2



/
籾
乾
燥
調
製
施
設
共
同
利
用

川
年
白
石
機
械
利
川
組
合
が
、
五

戸
を
も
っ
て
組
織
化
が
な
さ
れ

.
E
4

六
年
度
に
は
日
出
川
機
械
を
導
入
、

今
年
度
に
入
り
組
乾
掛
剥
製
施
設
が

七
H
治
工
さ
れ
、
九
月
に
完
成
、
組
悦

は
、
住
物

-
六
三
平
方
H
M

籾
乾
凶

O

石
三
基
が
路
制
さ
れ
た
も
的
で
す
.

今
金
町
で
は
、
民
田
地
区
に
続
き
‘

二
地
区
目
的
施
設
で
す
。
こ
れ
は
、
新

院
業
構
造
改
普
事
業
に
よ
り
挫
設
さ
れ

た
も
の
で
‘
佐
官
川口
町
低
減
と
機
械
地

政
町
仇
効
利
川
を
図
り
川
口
牒
条
例
円
に

叩
し
た
続
出
引
い
計
画
的
樹
立
を
図
る
こ
と

を
日
的
と
し
た
も
の
で
す
.

組
合
で
は
、

州刷
用
地
造
成
を
図
り
、

佐
日
組
肢
の
拡
大
機
械
如
何
北
同
利

聞
に
よ
り
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
、

共
同
作
業
に
よ
り
、
不
足
し
て
い
る
骨

働
力
を
位
保
い
か
で
き
、
出
家
の
主
婦
は

過
重
苦
働
が
強
い
ら
れ
て
い
る
状
態
を

風
時

と川急

心
と
形
の

両
面

か
ら

し

っ
け
を

人
と
人
と
の
出
会
い

l

|人
川
閥
係

は
、
ま
ず
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら
始
ま
る

と
↑J
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
.

あ
い
さ
つ
は
‘
人
間
附
係
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
礼

儀
内
松
本
と
な
る
も
の
で
す
.
幼
い
う

ち
か
ら
.
あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き

る
よ
う
に
し
つ
け
を
し
た
い
も
町
で
す

ね。
あ
い
さ
つ
と
か
礼
俄
と
い
う
と
‘
な

に
か
形
式
ば
っ
た
感
じ
も
し
ま
す
が
、

本
来
は
、
相
手
に
対
す
る
，
心
的
表
れ
e

で
あ
り
、
そ
れ
が

一
定
的
形
に
な
っ
た

も
の
ー
ー
と
宮
う
こ
と
が
で
き
ま
す
.

で
す
か
ら
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
の

し
つ
け
は
、
ま
ず
相
干
に
対
す
る
心
、

|
|
気
持
ち
ー
ー
を
大
切
に
し
、
そ
の

表
現
と
し
て
あ
る
決
ま
っ
た
形
が
あ
る

こ
と
を
教
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
円
で

す
。と

こ
ろ
で
、
幼
児
期
町
子
供
を
と
り

会
議

ま
く
人
間
関
係
は
、

両
親
を
は
じ
め

祖
父
母
、
親
知
縁
者
な
ど
、
年
長
者
と

の
交
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
当
然
、

年
長
者
に
対
す
る
あ
い

さ
つ
が
し
つ

け
町
中
心
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
保
育
湖
、
幼
柑
凶
‘
学
校
な

ど
へ
通
う
よ
う
に
な
る
と
、
友
述
同
士

肉
付
き
合
い
が
地
え
て
き
ま
す
。

い
わ

由
る
，
ヨ
コ
的
関
係
e

が
生
じ
て
〈
る

わ
け
で
す
が
、
あ
い
さ
つ
の
7

ナ
も
、

年
長
期
引
に
対
す
る
場
合
と
は
当
然
到
な

り
ま
す
.

「お
は
よ
う
」
と
「
お
は
よ
う
ご
さ

い
ま
す
」
同
区
別
な
ど
、
相
手
が
年
長

者
か
友
達
か
に
よ
っ
て
あ
い
さ
っ
す

る
時
的
表
現
や
態
度
に
迎
い
の
あ
る
こ

と
も
分
か
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
.
と
は
言
え
、
相
手
が
ど
の
よ
ヲ
な
人

で
あ
れ
、
そ
の
存
在
を
認
め
る
気
持
ち

の
表
れ
と
い
う
点
で
は
、
あ
い
さ
っ
す

る
仰
心
"
に
迎
い
の
あ
ろ
う
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
.

あ
い
さ
つ
は
、

白
う
な
れ
ば
、
相
会

生
活
へ
の
，
パ
ス
ポ

l
l
e
で
す
.

子
供
に
は
、
心
と
形
町
同
而
か
ら
、

あ
い
さ
つ
の
?
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。

幾
分
で
も
解
消
し
て
ゆ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
生
産
傾
向
仲

び
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
い
か
に

し
て
生
産
コ
ス
ト
内
軽
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
。

今
年
度
は
、
貝
外
利
用
も
結
構
あ
り
、

団泌字は"霊安定文字砂といって、文字が意味を表していま君。

いろいろ在泌字の由来を考えてみましょう。

漢字の由来を知ろう

量9
?
ア
す
ア
の
状
況
で
し
た
.

当
分
の
あ
い
だ
は
、
経
費
負
担
に
苦

し
い
と
思
う
が
、
自
分
達
同
時
代
だ
け

で
な
く
、
息
子
の
時
代
に
む
か
つ
て
が

ん
ば

っ
て

い
き
た
い
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
.

(6 ) 

園山+石時岩(山にあるごつごつした石)

日+雲時曇 (日がjEIこかく札るとくもリ)

子+白骨'U(自の上に手をかざしてよくみる)

国火+火時炎(火が古かんにもえている)

オミ+木時林 (木がたく古んはえている)

木+木+木時轟 (木がもっとたくさんある)

タ+タ時多(夕方をmねて、回数が多いζ と)
口+口+日時品 (口を重ねていろいろたく古

んのものを去す)

あなたもいろいろ唱えてみで〈ださいa

わが家の戸イドル
遺蔵和夫さんの長女(大和町)

みく ちゃん 57.3.26生(8ヵJl)
たべものがあればウウと食べたいと盟志表

示、誰れかに似て とてもクインンポウです.

好きな人にはお Lのけても行くこと . らんI~
うなことがとても時き、お母さん似だとか?

皆んなが私に似ているって、紅はi主うと思
うけ ど皆んなが似ていると 言うからそうだと

思 うとのこ と.やはり 2人的作1171ですから 2

人に似ているのが当然でしょうね.

0・0・0・"."・0・0・0・0・"."・0・0・

-
函
館
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
行
企
画
制
定
1
組
2
拙
技
能

士
通
幻
講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
.

@
受
講
資
格

実
務
経
験
が
あ
れ
ば
受

講
で
き
ま
す
.

(
た
だ
し
1
級
は

I
組
技
能
枯
定
受
杭
資
格
者
ま
た

は
1
年
後
に
そ
の
資
格
を
作
る
方
)

@
受
講
期
間

お
お
む
ね
1
年
間

(申

込
み
は
、
い
つ
ま
で
も
安
付
け

ま
す
)

l
m制

8
、
0
0
0
問

2
級

6
、
0
0
0
阿

@

特

典

受
講
し
た
職
願
に
対
応
す

る
1
.
2
組
技
能
帳
簿
千
科
免
除

@
受
続
料

お
間
合
わ
せ
は
、
印
円
切
手
同
封
向

上
左
記
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〒
削
函
館
市
日
吉
町
3
丁
目
お
番
地

函
館
総
合
高
等
職
業
訓
糾
校

宮

5
2

0
3
2
3

-
ハ
イ
パ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
は
違
反

ハ
イ
パ
ワ

1
ラ
ジ
オ
と
呼
ば
れ
る
強

力
で
多
〈
町
屯
岐

(
凶
六
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

λ
Oチ
ァ
ン
ネ
ル
、
一
二

O
チ
ャ
ン
ネ

ル
専
の
ト
ラ
ン
ン

I
パ
l
)
を
発
射
で

き
る
無
組
出
慨
は
、
中
附
を
し
て
も
摂
拙

同
町
免
昨
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。
こ
の
よ
う
な
無
組
機
は
絶
対
に
民
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
.

〈郵
政
省
電
植
監
理
局
v

(7) 
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( 8 ) 

昨年11月10日NHKTV放送
「北海道の窓」訳あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
政
と
皆
様
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
意
見
、
ご
希
望
等
を
お
よ
せ
い
芝
定
き
な
が
ら
、
親
し
み
の
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
ょ
げ
ま
す
。

企
画
課
広
報
係
!


